
 

 

２０２２（令和４）年度 三重短期大学一般選抜入学試験問題 

法経科第１部（小論文） 

 

下のグラフは人口千人当たりの公的部門における職員数を国際比較したものです。 

 

 

【設問】グラフを読み取って、日本の公的部門職員数にはどのような特徴があるかを指

摘し、その背景を考察した上で、それに対するあなたの意見や考えを 400 字以

内で書きなさい。 

 

2.7 

2.7 

4.4 

5.4 

25.2 

5.3 

7.5 

2.0 

36.0 

19.1 

26.8 

46.7 

51.0 

23.4 

41.7 

2.1 

2.8 

6.7 

3.0 

4.1 

日本

（2018）

ドイツ

（2017）

アメリカ

（2013）

イギリス

（2018）

フランス

（2018）

グラフ 人口千人当たりの公的部門における職員数の国際比較

中央政府職員

政府企業職員

地方政府職員

軍人・国防職員

90.1人

中央政府職員 地方政府職員政府企業職員

（注）1 本資料は、各国の統計データ等を基に便宜上整理したものであり、各国の公務員制度の差異等（中央政府・地方公

共団体の事業範囲、政府企業の範囲等）については考慮していない。また政府企業等職員には公務員以外の身分の

者も含んでいる場合がある。

２ 国名下の（ ）は、データ年度を示す。

３ 合計は、四捨五入の関係で一致しない場合がある。

４ 日本の「政府企業職員」には、独立行政法人、国立大学法人、大学共同利用機関法人、特殊法人の職員を計上して

いる。

５ 日本の数値において国立大学法人、大学共同利用機関法人、特殊法人及び軍人・国防職員以外は非常勤職員を含む。

出典：人事院「令和 3年度 人事院の進める人事行政について～国家公務員プロフィール～」
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【以下の余白は下書きに使って下さい】 


